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取ナ及上の洋震事項

本器を使用する前に、 取扱説明書を熟読されますようにお願いいたしま

9。

1. 本器の出力に外部から電圧 ・ 電流を加えないでください。

2. 使用温度範囲(- 1 0~+4 0 ℃) 、 使用湿度範囲 (2 0~85%RH 、
ただし結露除く）以内で御使用ください。
高湿度下、 低温場所に保管されていた本器を取り出して使用するときに
は結露しやすいので、 充分使用環境温度になじませてから御使用くださ
しヽ。

3. 本器の保管場所は、 下記のような場所を避けてください。

0湿度の多い場所
0直射日光の当たる場所
0高温熟源の周辺
0振動の激しい場所
0ちり、 ゴ ミ、 塩分、 水 、 油、 腐食性ガスの充満している場所
0プラグインユニット単体で保管される場合は、 静電気防止用シ ー ト

に包んで保管願います。

4. プラグインユニットを取り外したり、 差入れたりする場合は、 必ず本体
の電源スイッチをOFF(断）にしてから行なってください。
叉必ず本体ケ ー ス、 コ ントロ ー ルユニットと組み合わせて御使用くださ
ぃ。 故障の原因となります。
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3 測定方法

3-1 測定前の操作

電源投入後本器は、 セルフチェック動作になります。 コントロ ールユニットのセルフチェックキ ー

内の LED が点灯します。 セルフチェック終了後、 チェック LED が緑色に点灯したプラグインユ
ニットはパックアップされている電源OFF直前の設定条件に再設定されます。

コントロ ールユニットの内部メモリにバックアップされた 4通りの設定条件の中から、 再設定する
場合は、 メモリセレクトキーにより4通りの設定条件の中から選択し' READ ／●CANC' キ
ーを押すことにより記憶内容がプラグインユニットに設定されます。
設定内容をキャンセルしたい時は、 ' READ ／●CANC' キ ー内の LED が点灯している時に
今一度キ ーを押して下さい。
メモリカ ー ドに記憶された内容を再設定する場合は、 そのカ ー ドをコントロ ールユニットに入れて
ください。 内部メモリからの設定と同様に、 メモリセレクトキーにより4通りの設定条件の中から
選択し' READ ／●CANC' キ ーを押すことにより記憶内容がプラグインユニットに設定 れ
ます。
同時に、 READ した番号のメモリカ ー ドの内容が、 コントロ ールユニットの同番号の内部メモリ
に複写されます。

ユニットの構成が記憶した内容と異なる場合には、 約 5秒間ERROR LED が点灯し異なった
チャネルは測定範囲（レンジ）が 500mVに設定されます。

オ ートレンジ機能を利用して測定範囲を設定する場合は、 以下のような手順となります。
オ ートレンジキ ーを一度押しますと、 オ ートレンジキ ー内の LED が点灯します。
ここで、 予備測定等を行った後でもう一度オ ートレンジキ ーを押して下さい。
LED の点灯が終わり、 最適な測定範囲に設定されます。

オ ートレンジ動作について、 同ー ケ ー ス内でチャージアンプユニットと併用する場合は出力電圧の
安定時間を必要とするため、 一度目のキー を押した後約30秒間オ ートレンジキ ー内の LED が点
滅した後、 点灯します。 予備測定等は、 LED 点灯後に行って下さい。

3-2 測定前の注意事項

本器は入出カアイソレー ション回路を使用していますが、 同相許容電圧 (CMV) が、 AC300

Vを越さないように注意して下さい。

良い測定デー タを得るために、 本器仕様を十分理解してお使い下さい。
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5. リモ ー トコントロー ルコマンド
5-1 コマンドのフォ ー マット

①長さ
最大 256パイト

②セパレ ータ
コマンドとパラメ ータの間に区切り文字を入れる必要はありません。 入れる場合は、 ス
ペースを用います。
パラメ ータとパラメ ータとの間には、 カンマまたはスペースを入れます。 カンマはパラ
メ ータの直後に一つだけ置くことが出来ます。

（例）
OSFSl, 2 ↓

OSFS_l, 2 ↓

OS F S_l, __ 2↓ 
XS F S_l_, 2 ↓

XSFS_l, , 2↓ 
③デリミタ

コマンドの最後にはデリミタを付けます。 以下のデリミタが使えます。
• CR (ODH)

• L F {OAH)

·EOI {GP-IBのみ）
•上記の組合せ (CR+LF)

また、 一 部のコマンドを除き次のデリミタが使えます。
．； （セミコロン）
・次のコマンドの入力

以下のコマンドにはデリミタがありません。 受け取るとただちに実行します。
• E S C (lBH) +" E "、 ” Z"

• DC 4 (14H)

• EN Q (05H)

5-2 D Cアンプユニット用コマンド
パラメ ータについて

·Pa 0:全チャネル一括
1~16: 各チャネル
A~H :各グル ープ一括

· Pc 1~1 6 :各チャネル
·Pn 0~N :データ
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(1)本書の内容の全部または、 一部を無断で転載することは固くお断り致します。

(2)本書の内容に関しては、将来予告なしに変更することがあります。
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